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成
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地

縁
団

体
 
内

膳
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自
治

会
役

員
名

簿
 
 

★財産管理運営部会

部会⻑

副部会

〃
部会員
 〃
 〃
 〃
 
★安心安全環境部会
部会⻑

副部会

部会員
 〃
 〃
 〃
 〃
 今

回
そ

の
対

応
策

と
し

て
水

道
の

本
管

に

直
接

繋
ぐ

案
が

検
討

さ
れ

て
い

ま
す

。
ま

み
に

限
り

行
う

予
定

で
、

そ
れ

ま
で

の

間
は
現
状
が
維
持
さ
れ
ま
す
。
 

 

会 長

副会長

 〃  

会 計

 〃  

理 事

 〃  

 〃  

 〃  

 〃  

 〃  

 〃  

 〃  

 〃  

 〃  

監 査

員 外 監 査

相談役

顧 問

顧 問

（敬称略・順不同）

★財産管理運営部会

部会⻑ ⼩林

副部会⻑ 下田
〃  井上

部会員 松井
〃  平岡
〃  福井
〃  桶谷

★安心安全環境部会
部会⻑ 渕田
副部会⻑ 神所
部会員 髙林

〃  今⾥

〃  多田
〃  井上
〃  秦  

滞
留

し
ま

す
。

滞
留

が
長

く
な

る
と

塩
素

が
薄

く
な

り
飲

料
水

に
は

適
し

ま
せ

ん
。

今
回

そ
の

対
応

策
と

し
て

水
道

の
本

管
に

年
度

予
算

に
組

ま
れ

ま
し

た
。

な
お

解

体
時

期
は

借
主

が
見

つ
か

っ
た

場
合

の

み
に

限
り

行
う

予
定

で
、

そ
れ

ま
で

の

長  上田 

副会長  渕田 

   武嶋 

計  田中 

   下田 

事  福井 

   神所 

   岡本 

   井上 

   嘉田 

   杉井 

   上田 

   今里 

   髙林 

   大谷 

査  森澤 

査  打谷 

相談役  杉井 

問  田中 

問  梅村 

（敬称略・順不同）

★財産管理運営部会 
⼩林 正雄 
下田 吉美 
井上 吉夫 
松井 広視 
平岡 才治 
福井 喜房 
桶谷 充廣 

★安心安全環境部会 
渕田 昌彦 
神所 孝 
髙林 利亘 
今⾥ 昌樹 
多田 利雄 
井上 稔 

  哲也 

撤
去

、
玄

関
前

の
車

止
め

改
修

工
事

な
ど

で
す

。
受

水
槽

の
撤

去
に

つ
い

て
は

＝
既

設
の

受
水

槽
は

大
き

す
ぎ

る
た

め
に

水
が

滞
留

し
ま

す
。

滞
留

が
長

く
な

る
と

塩
素

の
赤

字
に

な
る

第
一

集
会

所
の

敷
地

を

更
地

状
態

で
貸

与
す

る
こ

と
を

検
討

し

て
い

ま
す

。
そ

の
た

め
の

解
体

費
が

今

年
度

予
算

に
組

ま
れ

ま
し

た
。

な
お

解

 剛 

 昌彦 

 誠二 

 眞幸 

 吉美 

 喜房 

 孝 

 光司 

 吉夫 

 雅彦 

 喜代秀 

 雅史 

 昌樹 

 利亘 

 明雄 

 一 

 久義 

 康夫 

 博 

 信嘉 

（敬称略・順不同） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 

★自治委員部会

部会⻑

副部会

部会員

 〃  

 〃  

 〃  

 〃  

 〃  

 〃  

 〃  

 〃  

 〃  

 〃  

 〃  
 事

（
１

・
２

階
は

26年
度

に
済

ん
で

い
ま

す
）
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
補
修
、
受
水
槽
の

撤
去

、
玄

関
前

の
車

止
め

改
修

工
事

な
ど

使
用

料
か

ら
維

持
費

（
保

険
、

光
熱

費

他
）

を
差

し
引

く
と

、
年

間
約

20万
円

の
赤

字
に

な
る

第
一

集
会

所
の

敷
地

を

 

 

平成

★自治委員部会

部会⻑ 杉井 

副部会⻑ 大谷 

部会員 嶋本 

  田中 

  土井 

  堀本 

  松村 

  川本 

  ⻄上 

  的場 

  八尾 

  松田 

  ⽊⻁ 

  井上 

万
円
、
第
一
集
会
所
の
解
体
費
三
百
万
円
）

す
み

れ
ホ

ー
ル

関
連

の
内

容
は

次
の

通
り

で
す

。
３

階
～

５
階

の
照

明
Ｌ

Ｅ
Ｄ

化
工

26

と
し

て
既

設
の

車
止

め
を

撤
去

し
、

臨

時
的

に
建

物
の

近
く

へ
止

め
る

こ
と

が

出
来
る
よ
う
に
改
修
さ
れ
ま
す
。
一
方
、

使
用

料
か

ら
維

持
費

（
保

険
、

光
熱

費

平成

★自治委員部会 

 喜代秀 

 明雄 

 隆央 

 善之 

 博之 

 文男 

 隆宏 

 博久 

 浩子 

 �憲 

 吉哉 

 静思 

 靖治 

 喜夫 

万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。（

す
み
れ
ホ
ー

ル
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

お
よ

び
改

修
費

一
千

万
円
、
第
一
集
会
所
の
解
体
費
三
百
万
円
）

く
駐

車
し

、
通

行
す

る
人

に
迷

惑
を

か

け
る

こ
と

が
あ

る
た

め
、

そ
の

改
善

策

と
し

て
既

設
の

車
止

め
を

撤
去

し
、

臨

が
い

ず
れ

も
承

認
さ

れ
総

会
は

約
一

時
間
で
終
了
。
上
田
会
長
の
二
期
目
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

平成 27

 

 

27年
度

予
算

に
修

繕
費

と
し

て
千

三
百

た
玄

関
前

の
車

止
め

の
改

修
工

事
は

＝

会
館

前
に

駐
車

す
る

車
（

例
え

ば
葬

儀

の
準

備
に

来
た

車
な

ど
）

が
道

路
に

長

決
算

、
役

員
の

改
選

、
平

成

27年
度

事
業
計
画
（
案
）
、
同
収
支
予
算
（
案
）

が
い

ず
れ

も
承

認
さ

れ
総

会
は

約
一

平成

議事 

(第 1
平成

(第 2
平成
平成

(第 3
平成

(第 4
平成

(第 5
平成
 

協
力
し

て
夜

回
り

を
行

っ
て

い
る

。
そ

の
他
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
や
防
犯
灯
照
明
の
 

27 年度

め
て

い
き

た
い

」
と

抱
負

を
述

べ
挨

拶
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
 

た
玄

関
前

の
車

止
め

の
改

修
工

事
は

＝

 
て
、
議
案
審
議
は
順
調
に
進
み
、
平
成

26年
４

月
１
日

か
ら

平
成

27年
３

月

31日
ま

で
の

事
業

報
告

並
び

に
収

支
決

算
、

役
員

の
改

選
、

平
成

27年
度

平成 27年度通常総会

 

1 号議案) 
平成 26 年度事業報告
2号議案) 

平成 26 年度収支決算報告
平成 26年度監査報告
3号議案) 

平成 27 年度役員改選（案）
4号議案) 

平成 27 年度事業
5号議案) 

平成 27 年度収支予算

「
八
木

駅
周

辺
重

点
防

犯
防

災
関

連
協

議
会

の
呼

び
か

け
で

実
施

さ
れ

る
年

末
特

別
警

戒
に

参
加

す
る

ほ
か

、
毎

月
防

災
会

と

協
力
し

て
夜

回
り

を
行

っ
て

い
る

。
そ

の

年度通常総会

に
「

年
２

回
開

催
す

る
催

し
（

桜
ま

つ
り

、
秋

ま
つ

り
）

を
通

し
て

地
域

の
繋

が
り

を
深

め
、

元
気

な
町

づ
く

り
を

進

め
て

い
き

た
い

」
と

抱
負

を
述

べ
挨

拶

 

名
人
（
各
２
名
）
を
任
命
し
ま
し
た
。

前
年

と
同

じ
く

事
前

に
議

案
書

が
各

戸
に

配
布

さ
れ

て
い

る
こ

と
も

あ
っ

て
、
議
案
審
議
は
順
調
に
進
み
、
平
成

年度通常総会 

 
年度事業報告 

 
年度収支決算報告
年度監査報告 

 
年度役員改選（案）

 
年度事業計画(

 
年度収支予算(

新
年
に

向
け

順
調

に
伸

び
て

く
れ

る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。
」
ま
た
自
治
会
が
力
を
入

れ
て

い
る

防
犯

防
災
活
動

に
関

し
て

は

「
八
木

駅
周

辺
重

点
防

犯
防

災
関

連
協

議

通常総会

約
満
了
で
退
任
）
。
４
月
か
ら
週
を
通
し

て
二
人
体
制
（
従
来
は
土
、
日
は
一
人
）

に
し

ま
し

た
」

と
報
告

、
そ

し
て
最
後

に
「

年
２

回
開

催
す

る
催

し
（

桜
ま

つ

れ
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

か
ら

一
任

を
受

け
た

司
会

者
が

橋
本

安
男
氏
を
議
長
に
指
名
。
同
氏
が
議
長

席
に

着
席

し
書

記
並

び
に

議
事

録
署

名
人
（
各
２
名
）
を
任
命
し
ま
し
た
。

 

 

年度収支決算報告 
 

年度役員改選（案）

(案) 

(案) 

と
に
賃

貸
借
契
約

を
更

新
す

る
こ

と
に

な
っ

て
お

り
、

今
年

は
２

年
目

。
来

年
の

更

新
年
に

向
け

順
調

に
伸

び
て

く
れ

る
こ

と

通常総会

対
応

を
円
滑

に
行

う
た

め
に

事
務
員

を
新

し
く

２
人
採

用
（

３
月

末
に

一
人
契

約
満
了
で
退
任
）
。
４
月
か
ら
週
を
通
し

5月

31日
（
日
）
午
後
一
時

30分
か
ら
す
み
れ
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
ま
し
た
。
出
席
者
は

72人
。
【
委
任
状
１
，
０
０
６

人
】
総
会
で
は
提
出
さ
れ
た
５
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ

れ
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

賓
紹
介
が
行
わ
れ
た
後
、
議
事
に
移
り

ま
し
た
。
審
議
を
進
め
る
た
め
に
会
場

か
ら

一
任

を
受

け
た

司
会

者
が

橋
本

微
減
し

て
い

る
が

自
動

車
に

は
関

し
て

は
大
変
好

調
で
全

体
で

は
前

年
比

102％
の

利
用
率

に
な

っ
て

い
る

。
市

と
は

３
年
ご

と
に
賃

貸
借
契
約

を
更

新
す

る
こ

と
に

な

通常総会に

い
く

」
と
説

明
。

更
に

事
務
局

の
体
制

に
つ

い
て

「
使

用
頻

度
が
増

え
て

い
る

こ
と

か
ら

、
事
務
処
理

や
来

館
者

へ
の

対
応

を
円
滑

に
行

う
た

め
に

事
務
員

を

平
成

27年
度

・
地

縁
団

体
内

膳
町

自
治

会
通

常
総

会
は

5月

31日
（
日
）
午
後
一
時

30分
か
ら
す
み
れ
ホ
ー
ル
で

治
会

を
目

指
し

た
い

」
と

挨
拶

（
別

掲
）
。
続
い
て
来
賓
挨
拶
（
橿
原
市
議

会
議
員
・
杉
井
康
夫
氏
）
、
並
び
に
来

賓
紹
介
が
行
わ
れ
た
後
、
議
事
に
移
り

で
一
年

を
振

り
返

り
次

の
よ

う
に
報
告

し
ま

し
た

。
ま
ず
隣

接
す

る
駐
輪
駐

車
場

の

運
営
に

つ
い

て
は

「
自
転
車

は
前

年
よ

り
微
減
し

て
い

る
が

自
動

車
に

は
関

し
て

は

に 72

会
長

に
上

田
剛

氏
を

再
任

 
照

明
灯

な
ど

の
修
理

を
予

定
し

て
い

る
。
皆

さ
ん

に
使

っ
て
頂

き
や

す
い

よ

う
に

適
切

な
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
を

行
っ

て
い

く
」

と
説

明
。

更
に

事
務
局

の
体
制

た
。
 

 
最

初
に

上
田

剛
会

長
が

一
年

間
の

活
動
実
績
を
述
べ
た
上
で
「
元
気
な
自

治
会

を
目

指
し

た
い

」
と

挨
拶

（
別

か
れ
て

き
た
基
盤

を
引

き
継

い
で

自
治

会

運
営
を

行
っ

て
き

た
」

と
述

べ
、

そ
の

上
で

一
年

を
振

り
返

り
次

の
よ

う
に
報
告

し

72 人

役
員

、
決

算
、

予
算

案
な

ど
承

認
 

会
長

に
上

田
剛

氏
を

再
任

 

26

あ
っ

た
屋

上
の

防
水

工
事

を
行

っ
た

。

本
年

度
は
外

回
り

、
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
、

照
明

灯
な

ど
の

修
理

を
予

定
し

て
い

内膳町

《第

地縁団体内膳町自治

会報編集委員会
平成 2

と
と
も
に
出
席
者
の
人
数
（
別
掲
）
を

報
告
。
自
治
会
規
約
に
基
づ
き
総
会
が

有
効

に
成

立
し

た
こ

と
を

告
げ

ま
し

た
。
 

「
平
成

21年
の

改
革

を
経

て
新

し
い

体

制
で
地
縁
団

体
が

設
立

さ
れ

、
元

会
長

・
堀

本
氏

、
前

会
長

・
梅
村
氏

に
よ

っ
て
築

人  

役
員

、
決

算
、

予
算

案
な

ど
承

認
 

い
き

た
い

」
と

述
べ

ま
し

た
。

一
方

、

築

15年
目

を
迎

え
る

す
み

れ
ホ

ー
ル

に
つ
い
て
、「

26年
度
は
雨
漏
り
の
指
摘
が

 

内膳町 

第26号》

地縁団体内膳町自治会

会報編集委員会
27年 7月発行

 
定
刻
の
１
時
半
、
司
会
の
武
嶋
副
会

長
が

通
常

総
会

の
開

会
を

宣
言

す
る

と
と
も
に
出
席
者
の
人
数
（
別
掲
）
を

会
の
冒
頭
挨

拶
に
立
っ

た
上
田
会

長
は

「
平
成

21年
の

改
革

を
経

て
新

し
い

体
Ｌ

Ｅ
Ｄ

化
を

進
め

町
の
安
全

を
図

っ
て

い
き

た
い

」
と

述
べ

ま
し

た
。

一
方

、

 
元

気
あ

る
自

治
会

を
目

指
し

て
 

上
田

会
長

挨
拶

（
要

旨
）
 

 

》 

会 

会報編集委員会 
月発行 

 
定
刻
の
１
時
半
、
司
会
の
武
嶋
副
会

元
気

あ
る

自
治

会
を

目
指

し
て

 
上

田
会

長
挨

拶
（
要

旨
）
 



 

る
た
め
、
参
加
者
が
年
々
少
な
く
 

よ
そ

80㍍
間

）
の

雑
草

を
刈

り
取

り
ま

し
た

。
梅

雨
時

特
有

の
蒸

し
暑
 

綺麗に草が刈り取られた

 

杉
井
喜
代
秀
さ
ん
に
よ
る
と
「
ど

こ
の
町
内
で
も
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
や
空
き
家
が
増
え
て
い

る
た
め
、
参
加
者
が
年
々
少
な
く
 

半
に

集
合

、
そ

ん
ぼ

橋
か

ら
防

災
倉

庫
間

（
飛

鳥
川

堤
防

沿
い

の
お

よ
そ

80㍍
間

）
の

雑
草

を
刈

り
取

綺麗に草が刈り取られた

梅
雨
の
時
期
で
も
あ
り
天
気
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
好
天
に
恵
ま
れ

無
事
終
了
し
ま
し
た
。
世
話
人
の

杉
井
喜
代
秀
さ
ん
に
よ
る
と
「
ど

当
日

の
参

加
者

は
全

員
で

20人
。

内
膳

地
区

か
ら

は
田

中
会

長
ら

８
人

が
参

加
し

ま
し

た
。

午
前

７
時

半
に

集
合

、
そ

ん
ぼ

橋
か

ら
防

災

綺麗に草が刈り取られた 

飛鳥川提

毎年恒例の地蔵菩薩（お地蔵さん）
の祭り、「地蔵盆」が
営まれます。当日は諦聴寺のご住
職により
前 11時～）
子どもたちに
しています。（約
さんでおいでください。

が
８
台
の
収
集
車
に
分
乗
し
、
各

町
内
の
泥
土
が
集
め
ら
れ
た
場
所

ま
で
道
案
内
役
を
務
め
ま
し
た
。

梅
雨
の
時
期
で
も
あ
り
天
気
が
心

ま
し
た
。
 

が
合

同
で

防
災

倉
庫

周
辺

の
草

刈
り

及
び

倉
庫

内
に

保
管

さ
れ

て
い

る
器

具
の

点
検

を
行

い
ま

し
た

。
当

日
の

参
加

者
は

全
員

で

20人
。

台
）
の
始
動
確
認
を
行
い

10時
前
散
会
し
ま
し
た
。
次
回
は
秋

に
行
う
予
定
で
す
。
 

 

飛鳥川提 

毎年恒例の地蔵菩薩（お地蔵さん）
の祭り、「地蔵盆」が
営まれます。当日は諦聴寺のご住
により読経があげられます。（午
時～） 

子どもたちには
しています。（約
さんでおいでください。

わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
９
時
前
、

所
定
場
所
に
集
合
し
た
自
治
委
員

が
８
台
の
収
集
車
に
分
乗
し
、
各

の
点

が
今

後
の

課
題

に
な

り
そ

う
で

す
」

と
話

さ
れ

て
い

ま
し
た
。
 

 
６

月

14日
（

日
）

晩
成

校
区

の
三
防
災
会
（
八
木
、
内
膳
、
小
房
）

が
合

同
で

防
災

倉
庫

周
辺

の
草

刈

時
過
ぎ
に
共
同
作
業
は
終
了
。

そ
の

後
非

常
用

発
電

機
（

３
台
）
の
始
動
確
認
を
行
い

10時

毎年恒例の地蔵菩薩（お地蔵さん）
の祭り、「地蔵盆」が 7

営まれます。当日は諦聴寺のご住
があげられます。（午

はおみやげをご用意
しています。（約 100人分）ぜひ皆
さんでおいでください。

町
内
一
斉
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
 

 
６
月
７
日
（
日
）
午
前
７
時
半

か
ら
恒
例
の
町
内
一
斉
清
掃
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
９
時
前
、

な
っ

て
い

ま
す

。
泥

土
の

積
み

こ
み

や
、

溝
蓋

の
上

げ
下

げ
に

も
力

を
要

し
ま

す
。

そ
の

点
が

今
後

の
課

題
に

な
り

晩
成
校
区
防
災
会
が
合
同
で
 

防
災
倉
庫
周
辺
の
草
刈
り
を
実
施
 

 
防

災
会

活
動

報
告

 
暑

さ
の

中
で

の
作

業
で

し
た

が
、
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
皆

で
い
い
汗
を
か
き
ま
し
た
。
９

時
過
ぎ
に
共
同
作
業
は
終
了
。

毎年恒例の地蔵菩薩（お地蔵さん）
7月 23日に

営まれます。当日は諦聴寺のご住
があげられます。（午

おみやげをご用意
人分）ぜひ皆

さんでおいでください。 詳しくは晩成小学校（☎

町
内
一
斉
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
 な

っ
て

い
ま

す
。

泥
土

の
積

 
防

災
会

活
動

報
告

 
暑

さ
の

中
で

の
作

業
で

し
た

付
け

。
の

２
案

が
提

示
さ

れ
ま

し
た

。
な

お
防

犯
カ
 

渕
田
副
会
長
は
防
犯
カ
メ
ラ
の
 
い

て
質

問
や

要
望

が
あ

り
ま

し
た
。
 

毎年恒例の地蔵菩薩（お地蔵さん）
日に

営まれます。当日は諦聴寺のご住
があげられます。（午

おみやげをご用意
人分）ぜひ皆

子どもたちと
かけたりすることで
がりができ
かな成長
見守る場所
付近で結構
いてもご都合
です。子供
協力よろしくお

詳しくは晩成小学校（☎

（後日案内をお送りします）

具
の

不
具

合
を

知
ら

す
「

パ
ト

ラ
イ

ト
」

の
取

り
付

け
。

の
２

案
が

提
示

さ

自治会・
林

財
産

管
理

運
営

部
会

長
が

修

繕
費

の
内

訳
及

び
補

修
積

立
金

の
摘

要
項

目
を

説
明

。
続

い
て

に
関

す
る

確
認

、
役

員
選

出
、

第
一

集
会

所
の

運
用

な
ど

に
つ

い
て

質
問

や
要

望
が

あ
り

ま
し

街の安全を防犯カメラが見守ります

 

どもたちと挨拶を
かけたりすることで
がりができ、同時に

成長の一助にもなると
場所はご自宅近
結構ですし
都合のつくときだけで

子供たちの安全
よろしくお願いします

詳しくは晩成小学校（☎

（後日案内をお送りします）

け
て

、
同

社
か

ら
は

①
モ

ニ
タ

ー
画

像
の

定
期

的
確

認
の

充
実

②
故

障
な

ど
器

具
の

不
具

合
を

知
ら

す
・専門部会

自
己

紹
介

に
続

き
、

各
専

門
部

会
か

ら
本

年
度

の
取

り
組

み
が

説
明

さ
れ

ま
し

た
。

最
初

に
小

林
財

産
管

理
運

営
部

会
長

が
修

要
請

が
改

め
て

行
わ

れ
た

後
、

質
疑

応
答

に
移

り
そ

の
中

で
出

席
者

か
ら

さ
く

ら
公

園
の

登
記

に
関

す
る

確
認

、
役

員
選

出
、

街の安全を防犯カメラが見守ります

 

を交わしたり
かけたりすることで、子どもたちと

に子どもたちの
にもなると思
自宅近くの

ですし、曜日や
のつくときだけで

安全を守るためにご
いします。

詳しくは晩成小学校（☎22-6121

（後日案内をお送りします）

席
上

、
自

治
会

か
ら

保
守

管
理

の
徹
底

を
セ
コ
ム

社
に
強

く
要

望
し

た
の

を
受

け
て

、
同

社
か

ら
は

①
モ

専門部会・自治委員

た
め

に
、

皆
様

の
力

添
え

を
お

願
い

し
た

い
」

と
出

席
者

に
協

力
を

要
請

し
ま

し
た

。
そ

し
て

自
己

紹
介

に
続

き
、

各
専

門
部

自
治

委
員

に
対

し
、

会
報

や
連

絡
文
書

の
配
布

、
事

業
（
桜

ま
つ

り
、

秋
ま

つ
り

）
へ

の
協

力
要

請
が

改
め

て
行

わ
れ

た
後

、
街の安全を防犯カメラが見守ります

わしたり声を
どもたちと繋
どもたちの健や

思います。
くの通学路
や回数につ

のつくときだけで結構
るためにご
。 

6121）まで

（後日案内をお送りします） 

て
い

る
夜

間
パ

ト
ロ

ー
ル

の
継
続
を
確
認
し
ま
し
た
。
 

し
て

い
る
セ
コ
ム

社
の
担

当
者

も
同

席
し

ま
し

た
。

席
上

、
自

治
会

か
ら

保
守

自治委員が

に
立

っ
た

上
田

会
長

は
「

公
正

な
自

治
会

運
営

を
進

め
て

行
く

た
め

に
、

皆
様

の
力

添
え

を
お

治
委

員
部

会
長

か
ら

年
度

行
事

へ
の

参
加

が
呼

び
か

け
ら

れ
ま

し
た

。
そ

の
後

上
田

会
長

か
ら

自
治

委
員

に
対

し
、

会
報

や
連

街の安全を防犯カメラが見守ります 

武嶋
渕田
松井
杉井
今里
阪西

や
。

につ

るためにご

）まで 

し
た
。
そ
の
他
会
議
で
は
防

災
会

と
共
催

で
毎

月
行

っ
て

い
る
夜

間
パ

ト
ロ

ー
ル

組
ん

で
い

る
防

犯
カ
メ

ラ
の

管
理
打
ち

合
わ
せ

に
は

、
リ

ー
ス
契
約

を
交

わ

が合同会議

門
部

会
、

自
治

委
員

に
よ

る
合

同
会

議
が

行
わ

れ
ま

し
た

。
出

席
者
は

31人
。
会
の
冒
頭
挨
拶

間
パ

ト
ロ

ー
ル

の
実
施

な
ど

を
報
告

。
そ

し
て
最

後
に

杉
井

自
治

委
員
部

会
長

か
ら

年
度

行
事

メ
ン

バ
ー

で
編

集
委

員
会

を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
 

氏 名    
武嶋 誠二
渕田 昌彦
松井 広視
杉井 喜代秀
今里 昌樹
阪西 武男

自
治

委
員

会
を
通

し
て

41

基
分

の
申

請
を
済

ま
せ

て
い

る
こ

と
が
報
告

さ
れ

ま

に
つ

い
て

話
し

合
い

ま
し

た
。

防
犯
灯

と
と

も
に
安

心
安

全
の
柱

と
し

て
取

り
組

ん
で

い
る

防
犯

カ
メ

ラ

合同会議 

 
６
月

20日
（
土
）

15時
か
ら

地
縁

団
体

内
膳

町
自

治
会

、
専

門
部

会
、

自
治

委
員

に
よ

る
合

設
置
状
況

、
防

犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
へ

の
切

り
替

え
工

事
計

画
、
夜

間
パ

ト
ロ

ー
ル

の
実
施

な
ど

を

員
で

行
う

こ
と

が
６

月

20日

の
役

員
会

で
了

承
さ

れ
ま

し

た
。

尚
、

そ
れ

に
伴

い
別

表
の

メ
ン

バ
ー

で
編

集
委

員
会

を
立

    担
誠二 （自治会全般
昌彦 （安心安全環境部会
広視 （財産管理運営部会
喜代秀（自治委員部会
昌樹 （防災会
武男 （善寿会

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
へ

の
切

り
替

え
は
、
本
年
度
３
丁
目
を
対

象
に
行
わ
れ
ま
す
。
す
で
に

自
治

委
員

会
を
通

し
て

41

い
、
設
置
５

年
目

を
迎

え
る

防
犯

カ
メ

ラ
の

管
理

お
よ

び
今

年
度

の
活

動
予

定
に

つ
い

て
話

し
合

い
ま

し

初
会

合
を
持
ち

、
総

会
に
於

い
て

承
認

を
受

け
た
修
繕
費
項
目

の
確

認
（
別
面
に
関
連
記
事
）
を
行
う
 

較
検
討

し
た

上
で

、
施
工

業
者

を
決

定
し

た
旨

の
報
告

が
あ

り
ま
し
た
。
 

の
活

動
を

よ
り

掘
り

下
げ

て
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
、

紙
面

制
作

を
複

数
人

の
編

集
委

員
で

行
う

こ
と

が
６

月

20日

担 当 
自治会全般
安心安全環境部会
財産管理運営部会
自治委員部会
防災会） 
善寿会） 

す
。
一
方
、
昨
年
度
か
ら
４

年
計

画
で
市

の
危

機
管

理
課

が
進

め
て

い
る

防
犯
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
へ

の
切

り
替

は
６
月

15日
、

27年
度
新

体
制

に
よ

る
初

会
議

を
行

い
、
設
置
５

年
目

を
迎

え

ザ
ー
バ

ー
と

し
て

出
席

し
た
財
産

管
理
運
営
部
・
小
林
部
会
長
よ
り
、

同
部
会
で
は
６
月

10日
（
水
）
に

初
会

合
を
持
ち

、
総

会
に
於

い
て

Ｆ
～
５
Ｆ

）
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
及

び
玄

関
前

の
改
修
工

事
に

関
す

る
複
数

の
見

積
も

り
、
仕
様

を
比

較
検
討

し
た

上
で

、
施
工

業
者

次
回
発
行
（
９
月
中
旬
予
定
）

の
自

治
会

通
信

か
ら

、
広

が
り

つ
つ

あ
る

自
治

会
や

各
種

団
体

の
活

動
を

よ
り

掘
り

下
げ

て
伝

自治会全般） 
安心安全環境部会） 
財産管理運営部会） 
自治委員部会） 

メ
ラ

は
本

年
度
新

た
に

２
ヶ

所
に
設
置

す
る

予
定

で
す
。
一
方
、
昨
年
度
か
ら
４

 
安

心
安

全
環
境
部

会
で

 
安

心
安

全
環

境
部

会
 

 
６

月

20日
の

役
員

会
に
オ
ブ

ザ
ー
バ

ー
と

し
て

出
席

し
た
財
産

と
と

も
に

、
す

で
に

具
体

的
な

作
業

に
入

っ
て

い
る
館

内
（

３
Ｆ
～
５
Ｆ

）
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
及

び

自
治

会
通

信
制

作
に

 

編
集

委
員

会
立

ち
上

げ
 

次
回
発
行
（
９
月
中
旬
予
定
）

 
 

メ
ラ

は
本

年
度
新

た
に

２
自

治
会

通
信

制
作

に
 


